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 『天皇制を問いつづける』には、二人のキリスト者が執筆している。一人は、「平和遺族

会全国連絡会代表」の小川武満牧師で、「遺族として思うこと」と題して寄稿している。小

川牧師については、深い思い出がある。1969 年頃、靖国神社国家護持、天皇の公式参拝を

求める運動が起こった。これに対し、日本キリスト教会の小川牧師、日本基督教団の戸村

政博牧師が中心になって反対運動を展開した。神学校を出立ての私は、この運動に加わり、

天皇制の人権無視の諸相について学んだ。靖国神社護持法案に反対し、上野から山谷の公

園までの月例デモも実行した。靖国神社は、1869 年に、明治維新を推進するために戦死し

た人々を祀るために立てられた天皇の名による官製の東京招魂社として、創建された。1879

年に、「国を靖（安）んずる＝靖国」神社と改名し、「別格官幣社」になり、戦争拡大と共

に戦死者が還って来る神社として、国民の間に絶大な支持の下、戦死者を「英霊」として

美化し、戦争を邁進する機能を果たしていった。戦後は、宗教法人法により、一宗教法人

となった。国（天皇）のために死んだのだからとして、国家護持し、天皇の参拝を求める

声が上がったが、キリスト教界を中心に反対運動が強力に進められた。小川牧師は、軍医

として、幾多の戦死者を見て、その死が天皇と結びつき有益な死であると説くことに、遺

族として大きな疑問を持った。私は、その迫力ある講演を幾度も聞き、賛同した。小川牧

師は寄稿の最後に、〈戦没者の「慰霊」は、各自の信仰と良心に関する宗教行為であるから、

憲法 19 条、特に 20 条 3 項によって、「国及びその機関は、宗教教育、その他いかなる宗教

的活動もしてならない」と禁じられている。故に、国の象徴である天皇の靖国神社公式参

拝には、内閣の助言と承認を必要とし、宮内庁も国家機関として関与することになり、明

白な違憲行為であるから、遺族をもって結成する靖国違憲訴訟原告団は、訴訟を提起する

決意です〉と書いている。靖国国家護持法案は当然ながら、完全に葬り去られた。小川牧

師の生き方の激しさを思い出し、言葉の確かさに聞き入り、論考を懐かしく読んだ。 

 もう一人は、立教大学の元総長、聖公会の神学者の塚田理氏で、「天皇制イデオロギーと

キリスト教」と題して寄稿している。塚田先生にも思い出がある。私は、先生が書かれた

『天皇制下のキリスト教』を読んで、感銘を受け、教会の特別伝道集会にお招きしたいと、

依頼の手紙を出したが、断られた。旧約学者の木田献一先生の最終講義が立教大学であっ

たので、聞きに行った時、塚田先生にもお会いし、説教に来ていただきたいとお願いした。

しかし、その時も良い返事はもらえなかった。塚田先生は、キリスト者の家で育ったので、

子どもの頃「非国民」、「国賊」と言われ、自殺の思いすら抱いた。それゆえ、天皇制イデ

オロギーは、自己の生存の意味と目的に関わる問題であったと書き始めている。そして、

〈天皇制イデオロギーは、「家族国家」の美名の下に、祭政一致を計り、政治権力の神格化

を目論んだ。このような「国体」の下で、すべての宗教は相対化され、その制限内での個

人的信教の自由が許された。また、すべての思想的営みも相対化され、「国体」に代り得る

ような思想的座標軸の存在を許さなかった。ちょうど、それが人間存在の究極的な価値と

意味を問う「宗教的問い」それ自体を奪い取ったように、真実な意味での思想的な問いか

けをも奪い取った〉と定義している。「天皇＝国体」以外の価値基準を排除し、それへの忠

誠の度合いによって、差別構造を構築した。皇国史観に忠誠な人々は厚遇され、高い評価

を得たが、天皇制に背を向ける者は「非国民・国賊」とレッテルされ、迫害を受け、命さ

え奪われた。塚田先生は最後に、〈「天皇制」を廃棄することによってのみ、日本人は初め

て「人間」としての第一歩を踏み出すことが可能となる、とさえ言っても過言ではないだ

ろう〉、と論考を終えている。天皇制についてのキリスト者の真っ直ぐな主張である。 


